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１　題　　材　　いろいろなひびきを味わおう

　　教　材　　　「いつでもあの海は」　佐田和夫作詞／長谷部匡俊作曲

　　　　　　　　「リボンのおどり」　芙龍明子日本語詞／メキシコ民謡／原由多加編曲

　　　　　　　　「双頭のわしの旗の下に」　Ｊ．Ｆ．ワーグナー作曲

　　　　　　　　「アイネ クライネ ナハトムジーク 第１楽章」　モーツァルト作曲

　  〔共通事項〕　音色，旋律，強弱，音の重なり

２　目　　標

　歌声や楽器が重なり合ういろいろな響きの特徴や違いを感じ取りながら，思いや意図をもって表

現したり，想像豊かに聴いたりすることができるようにする。

　音の特徴や音色の違いを生かして，全体の響きのバランスに気を付けながら，音の組み合わせを

工夫して演奏することができるようにする。

３　題材の評価規準

　○　声や音が重なり合う美しい響きを求めて表現したり聴いたりする学習に主体的に取り組もうと

している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【音楽への関心・意欲・態度】

　○　旋律の重なり方の違いが生み出す響きのよさを感じ取り，美しい響きになるように表現の仕方

を工夫し，どのように演奏するかについて思いや意図をもっている。　　【音楽表現の創意工夫】

　○　旋律の重なり方や拍子の特徴を生かして，表情豊かに歌ったり楽器を演奏したりしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【音楽表現の技能】

　○　いろいろな楽器の音が重なり合う響きの違いや，曲想とその変化などの特徴を感じ取って聴い

ている。  　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【鑑賞の能力】

４　題材について

　⑴　題材の価値

　子どもたちはこれまでに，４年生の題材「旋律の特徴を感じ取ろう」や「音の重なりを感じ取

ろう」で，部分合唱や合奏を経験し，旋律や曲の特徴を生かして演奏したり，旋律の音が重なり

合う響きを感じ取りながら想像豊かに聴いたりする能力を身に付けてきている。

　本題材では，二部合唱やいろいろな楽器を組み合わせて合奏する曲を教材として，歌声や楽器

が重なり合ういろいろな響きを感じ取って，表情豊かに歌ったり演奏したりすることや，音の特

徴や音色の違いを生かして演奏の仕方を工夫することができるようになることをねらいとした。

　「いつでもあの海は」は，海に思いを寄せる心情を歌った合唱曲である。歌詞の内容や曲想に

込められた思いを感じ取らせ，それらを演奏に生かしたり，旋律の重なり方の特徴に気付かせた

りすることにより，歌い方を工夫させるようにしたい。特に，後半の合唱部分では，旋律の重な

り方の違いを感じ取らせながら，互いの歌声を聴き合ったり，自分たちの合唱を録音して聴いた

りするなど評価意識をもたせながら学習を進めていきたい。　

　「リボンのおどり」は，全体の響きを考えながらパートにふさわしい楽器を選んだり，旋律の

重なり方を工夫したりすることで，楽器の音が重なり合う響きを感じ取ったり，響きの変化を楽

しんだりすることができる曲である。合奏では，曲のよさや面白さを感じ取ったり話し合ったり

する活動を設定して，演奏に対する自分やグループの思いや意図を明確にさせたり，互いの演奏

を聴き合う活動を充実させたりすることで，豊かな表現を追究させるようにしたい。

　「双頭のわしの旗の下に」，「アイネクライネナハトムジーク第１楽章」は，吹奏楽と弦楽合奏

の響きの違いを明確に感じ取ることができる。演奏する楽器の編成による吹奏楽と弦楽合奏それ

ぞれの曲想を感じ取らせたり，比較鑑賞して感じ取ったことなどを交流させたりすることで，合

奏による表現の深まりや広がりを味わわせるようにしたい。

　これらの学習は，和声の響きを感じ取って表現したり，曲想を生かして表現したりする学習へ

と発展していく。このような学習により，旋律が重なり合う響きを味わい，美しい響きを追究し

ていく態度が育成され，豊かな表現を追究する力が身に付いていくものである。

授業Ⅰ

５年３組　33名　指導者　　福　留　三　穂

音楽科学習指導案

　本授業では，以下の検証を行うものである。

　比較する「思考スキル」や関連付ける「思考スキル」を活用した発問や思考の可視化は，音楽の

よさや面白さと演奏に対する思いや意図を結び付けさせるための手立てとして有効であったか。
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　⑵　子どもの実態と指導

　本学級の子どもたちは，音楽科の学習に対する関心・意欲が高く，合唱や合奏では歌声や楽器
の音が重なり合うことによって生まれる響きを感じ取ったり，きれいな響きに関心をもつ子ども
が増えてきた。しかし，旋律が複数ある曲に出会ったとき，自分の旋律のみを聴いて演奏する意
識が高く，互いの音を聴きながら合わせたり，全体の調和を感じながら演奏する楽しさを味わう
までには至っていない。また，〔共通事項〕の関わりによって生み出される音楽のよさや美しさ
を感じ取ったりする能力や，自分の思いや意図を伝え合いながらより豊かな表現を追究する能力
は，まだ十分とは言えない。そこで，自分たちの演奏や教材曲のよさや面白さを〔共通事項〕と
の関わりから考えたり感じたりさせ，それらを可視化することで，旋律が重なる面白さや重なり
方の違いによる響きの違いを味わわせるようにする。また，録音機器の活用により，一人一人の
感じ方のよさに気付いて認め合ったり，自分の思いや意図を明確に伝えたりする活動を設定する
ことで，互いの思いや意図を共有しながらより豊かな表現を追究できるように指導していく。

５　指導計画（総時数11時間）

６　本　　時（４／ 11）
　⑴　目　標                 

　旋律の重なり方の違いが生み出す響きを感じ取りながら歌い方を工夫することができるよう
にする。

　⑵　評価規準
　対位的な重なりと和声的な重なりの違いが生み出す響きを感じ取り，きれいな響きになるよう
に歌い方を工夫し，どのように歌うかについて自分の思いや意図をもっている。

【音楽表現の創意工夫】
　⑶　指導に当たって

　「つかむ」過程では，本時の教材と関連のある既習教材曲を歌わせ，斉唱における指導をしたり，
友達と声を揃える楽しさを味わわせる。また，前時の学習に録音した演奏を聴かせ，本時の課題を
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話し合わせる。「見通す」過程では，学習の進め方について話し合うとともに，歌い方を工夫する
ときの観点について具体的に確認させることで，子どもの思いや意図を演奏に生かすことができる
ようにしたい。「追究する」過程では，子どもたちの感性や発想を生かして，旋律の重なり方の違
いによる響きの違いを感じられるように，グループ活動を取り入れる。また，比較する「思考スキ
ル」や関連付ける「思考スキル」を活用した発問を取り入れることで，よく響く歌声になるための
工夫を見付けさせていく。さらに，グループ活動において，聴き合う観点を明確に示したり，中間
発表を行ったりすることで，充実した活動ができるようにする。「磨き合う」過程では，互いの演
奏を聴き合ったり，自分たちの演奏を録音して鑑賞したりする活動を取り入れ，よりよい演奏にす
るにはどのようなことに気を付けたい工夫したりすればよいか考えさせるようにする。「振り返る」
過程では，本時のめあてをもとに自己評価をさせ，自分たちの思いや意図を表現に生かすことの面
白さやみんなで合唱をつくりあげることができたよさを実感させるようにしたい。

　⑷　本時の展開　　　　　　　　　　　　　［　］子どもの意識　　 指導の手立て　※評価
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